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全
身
を
診
る
内
科
医
を
目
指
し
て

産
業
医
科
大
学
医
学
部
第
1

内
科
学
講
座
は
、
1

9
7
8

年
の
開
講
以
来
、
鈴
木
秀
郎
教
授
、
江
藤
澄

哉
教
授
に
続
き
、
2
0
0
0

年
か
ら
田
中
良
哉
が
第

3

代
田
を
継
承
し
ま
し
た
。
鈴
木
、
江
藤
両
教
授
は

東
大
か
ら
赴
任
さ
れ
、
内
分
泌
・

代
謝
、
感
染
、
免

度
、
血
液
、
消
化
器
、
腎
臓
な
ど
内
科
全
般
に
わ
た

U
体
制
を
構
築
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
で
も
、
全
身
を

診
る
内
科
医
の
育
成
を
目
指
し
、
免
疫
疾
患
、
感
染
症

や
内
分
泌
疾
患
、
糖
尿
病
・
代
謝
疾
患
な
ど
、
全
身

性
内
科
疾
患
を
中
心
に
幅
広
く
担
当
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
私
が
専
門
と
す
る
腰
原
病
、
リ
ウ
マ
チ

性
疾
患
の
場
合
、
関
節
や
筋
肉
に
加
え
て
、

神
経
、

呼
吸
器
疾
患
、
循
環
器
、
消化
器
と
多
様
な
臓
器
障

田中良哉教授

害
が
山
川る
わ
け
で
す
か
ら
、
必
然
的
に
全
身
を
診
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

産
業
医
科
大
学
は
、
花
年
に
旧
労
働
省
が
産
業
医

の
育
成
や
産
業
医
学
の
発
展
の
た
め
に
建
学
し
ま
し

た
が
、
本
講
座
で
は
臨
床
産
業
医
と
と
も
に
、
プ
ラ

イ
マ
リ
1

ケ
ア
総
合
内
科
医
か
ら
各
分
野
の
専
門
医

ま
で
を
育
成
し
て
い
ま

す
。

診
療
科
の
臓
器
細
分
化

が
進
ん
で
い
る
現
状
と
は
逆
の
方
向
で
す
が
、
こ
れ

ら
の
全
身
性
内
科
疾
患
を
通
じ
て
、
医
学
的
根
拠
と

問
題
点
に
立
脚
し
た
系
統
的
な
思
考
過
程
を
介
し
て

患
者
の
全
体
像
を
捉
え
、
医
師
と
し
て
の
人
間
形
成

に
力
点
を
置
く
教
育
を目
指
し
て
き
ま
し
た
。
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世
界
に
負
け
な
い

リ
ウ
マ
チ
診
療
を
目
指
し
て

診
療
で
は
、
腰
原
病
リ
ウ
マ
チ
内
科
、
内
分
泌
代

謝
糖
尿
病
内
科
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
患
者
の
皆
様

の
立
場
か
ら
の
診
療
の
実
践
を
心
掛
け
、
専
門
性
の

高
い
難
治
性
内
科
疾
患
に
対
し
て
高
度
医
療
を
率
先

し
て
実
践
し
て
き
ま
し
た
。

例
え
ば
、
関
節
リ
ウ
マ
チ
は
、
発
症
早
期
か
ら
関

節
が
進
行
性
に
破
壊
す
る
自
己
免
疫
疾
患
で
す
が
、

「
破
壊
が
進
行
し
て
普
通
の
暮
ら
し
が
で
き
な
く
な

る
の
で
は
な
い
か

」
と
い
う
の
が
、
患
者
の
皆
様
の
最

大
の
不
安
で
す
。
私
た
ち
は
、
抗
リ
ウ
マ
チ
薬
を
使

用
し
て
も
疾
患
制
御
が
不
十
分
な
方
に
、
積
極
的
に

生
物
学
的
製
剤
の
導
入
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
効
果
的
、
安
全
に
使
用
す
る
た
め

に
、
初
回
導

入
時
や
変
更
時
に
は
、
全
員
に
短
期
入
院
し
て
い
た

だ
き
、
副
作
用
の
危
険
性
、
導
入
の
適
応
を
検
討
し

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
約
2
3
0
0

名
に
導
入
し
、
生

物
学
的
製
剤
は
使
用
実
績
、
治
験
実
績
共
に
全
国
第



「楽しく、美しく、格好良いJ講!主であり続けるよう努めていきたい

-
位
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
凶
年
度
か
ら
は
厚
生
労
働
省
の
研
究
代
表

者
と
し
て
、
「
関
節
破
壊
ゼ
ロ
を
目
指
す
研
究

(Z
E
R
O
-
-

研
究
)
」
を
実
施
し
、
抗
リ
ウ
マ
チ

薬
と
生
物
学
的
製
剤
を
発
症
早
期
か
ら
適
切
に
使
用

し
、
関
節
破
壊
を
抑
止
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定

を
目
指
し
て
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
生
物
学
的
製
剤
や
抗
リ
ウ
マ
チ
薬
を
い
つ

ま
で
も
使
用
す
る
の
で
は
な
く
、
疾
患
が
制
御
さ
れ
た

な
ら
ば
い
か
に
適
切
に
減
量
・
中
止
し
得
る
か
を
研

究
し
、
欧
州
リ
ウ
マ
チ
学
会
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

M
年
度
か
ら
は
、
日
本
版
N
I
H

型
研
究
と
し
て

「ド
ラ
ッ
グ
ホ
リ
デ
ー
を
目
指
す
研
究
(F
R
E
E


-
品
究
)
」
を
実
施
中
で
す
。

薬
剤
を
適
切
に
減
量
・

中
止
で
き
る
新
規
治
療
戦
略
が
確
立
さ
れ
れ
ば
、
患

者
負
担
、
医
療
費
削
減
を
含
む
医
療
経
済
的
問
題
の

改
善
に
資
す
る
も
の
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

合
併
症
が
少
な
い

糖
尿
病
の
治
療
を
目
指
し
て

大学外観

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
は
、
開
股
原
病
・
リ
ウ
マ
チ

性
疾
患
の
み
な
ら
ず
、
内
分
泌
・
代
謝
疾
患
に
お
い

て
も
同
様
で
す
。

例
え
ば
、
糖
尿
病
の
治
療
や
教
育

目
的
マ
入
院
し
た
患
者
の
皆
様
に
は
、
全
員
に
持
続

的
血
糖
測
定
装
置

(
C
G
M)
を
装
着
し
て
い
た
だ

き
、
5

分
毎
に
血
掛
値
を
モ
ニ
タ
ー
し
て
い
ま
す
。

そ

の
結
果
、
平
均
血
糖
値
、
1

日
平
均
血
糖
変
動
幅
、

血
糖
日
差
変
動
幅
が
明
確
に
記
録
さ
れ
、
糖
尿
病
薬

の
選
択
や
組
み
合
わ
せ
の
指
標
と
な
る
こ
と
が
分
か

門
寺
「
レ
た
。

C
G
M
を
も
と
に
糖
尿
病
薬
を
オ
ー
ダ
ー
メ
イ

ド
で
処
方
す
る
と
、
血
糖
値
の
変
動

(
S
D)
を

...01 

初
m
g
/

d
L

未
満
に
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま

し
た
。

特
に
、

平
均
血
糖
変
動
幅
は
、
デ
ジ
タ

ル
式

駆
血
後
血
管
拡
張
反
応
検
査
に
よ
る
血
管
内
皮
機
能

に
最
も
影
響
を
及
ほ
す
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、
糖

尿
病
の
合
併
症
を
減
ら
す
指
標
に
な
る
は
ず
で
す
。

現
在
、
当
科
は
、
糖
尿
病
の
合
併
症
を
減
ら
す
国
家

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
J
l
D
O
I
T
3

に
お
い
て
患

者
登
録
数
が
全
国
1

位
に
な
り
ま
し
た
。

ベ
ッ
ド
サ
イ
ド
か
ら
ベ
ン
チ
、

ベ
ン
チ
か
ら
ベ
ッ
ド
サ
イ
ド
へ
の
研
究
を

研
究
で
は、

「
ベッ
ド
サ
イ
ド
か
ら
ベ
ン
チ
、
ベ
ン

チ
か
ら

ベ
ッ
ド
サ
イ
ド
へ
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
研
究
成

果
を
臨
床
に
役
立
て
る
と
同
時
に
、
診
療
で
生
じ
た

問
題
点
を
研
究
す
る
こ
と
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

主
に
、
リ
ン
パ
球
の
サ
ブ
セ
ッ
ト
や
シ
グ
ナ
ル
分
子

を
標
的
と
し
た
病
態
解
明
と
新
規
治
療
の
開
発
、
問

葉
系
幹
細
胞
を
用
い
た
破
壊
さ
れ
た
骨
、
関
節
な
ど
の

組
織
再
生
を
目
指
し
た
研
究
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
日
年
に
リ
ン
パ
球
の
シ
グ
ナ
ル
分
子
で

あ
る
J
A
K

に
対
す
る
阻
害
薬
が
ア
メ
リ
カ
と
日
本

で
同
時
に
発
売
さ
れ
ま
し
た
。

内
服
の
抗
リ
ウ
マ
チ

薬
で
す
が
、
生
物
学
的
製
剤
と
同
等
の
効
果
が
あ
り

ま
す
。

私
た
ち
は
、
リ
ウ
マ
チ
の
リ
ン
パ
球
の
活
性
化
機

構
に
お
け
る
J
A
K

の
重
要
性
を
報
告
し
、
J
A
K

の
阻
害
薬
の
可
能
性
を
研
究
し
て
き
ま
し
た
。

長
年

の
研
究
に
基
づ
い
た
開
発
で
あ
り、
そ
れ
が
今
、
薬

剤
に
な
っ
て
多
く
の
患
者
さ
ん
の
服
用
に
至
っ
て
い

る
わ
け
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
患
者
さ
ん
か
ら
得
た
情

報
を
も
と
に
副
作
用
を
減
ら
す
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ

い
か
を
考
え
る
必
要
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
研

療 2015年4月号医新(89 ) 



究
成
果
に
は
、
国
内
外
の
多
く
の
施
設
と
の
研
究
協

力
・

辿
携
が
不
可
欠
で
、
関
係
者
に
は
と
て
も
感
謝

し
て
い
ま
す
。

こ

れ
ま
で
の
努
力
が
評
価
さ
れ
て
、
臥
州
リ

ウ
マ

チ
学
会
で
は
、

5

年
間
に
当
科
か
ら
3

名
が
基
礎
医

学
領
域
で
学
会
賞
を
受
賞

し
、
世
界
ト

ッ
プ
に
躍
り

出
る

こ
と
が
で
き

ま

し
た
。
今
後
、
リ

ウ
マ
チ
以
外
の

勝
原
病
諸
疾
患
に
一
層
の

力
点
を
置
い
て
、
病
態

解

明
や
治
療
開
発
に
向
け
た
研
究
も
行
い
た
い
と

思
い

ま
す
。

何
事
に
も
「
心
を
込
め
て
」
臨
む

教
育
、
診
療
、
研
究
な
ど
何
事
に
も

「心
を
込
め

て
」
臨
ん
で
き
た
成
果
が
少
し
ず
つ
開
花
し
て
き
ま

し

た
。

の
び
の
び
と
元
気
で
楽し
い
仲
間
だ
か
ら
で

き
た
の
だ
と

思
い
ま

す
。

今
後
も
、
教
育
と

い
う
の

は
、
臨
床
と
研
究
の
梨
け
楠
だ
と
い
う

こ
と

を
し

っ

か
り
と

見
据
え
て
、
そ
れ
に
賛
同
す
る
若
い
先
生
や

大
学
院
生
と
ご

一緒
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

難
病
に
立
ち
向
か
い
、
世
界
に
負
け
ず
に
突
き
進

ん
で
い
く

た
め
に
は
、
若
い
力
を
結
集
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

こ
の
よ

う
な

気
持
ち
を
お
持
ち
の
方
に

対
し
て
、
私
た
ち
の
講
座
は
臨
床
と
研
究
の
双
方
の

門
戸
を

大
き
く
聞
き

、

人
材
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

こ
れ
か
ら
も

「楽
し
く

、
美
し
く
、
格
好
良
い
」
講座

で
あ
り
続
け
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
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@放射線治療において、病院は何を目安として治療装置を選定すればよし、か、

またそれをどのように使いこなして医療の質の向上を目指すべきか、ひいては

病院経営に寄与していくかという視点から構成されたものです。
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